




までは作品が まり残っていない。明の徐師曽『文体明弁』が指摘するごとく、三国魏 曹植の作が目立つ程度で作者は非常に少なく、 『文選』にも収められなかった。　
唐代までに廃れたかに見える「説」は、中唐になってぼ
つぼつと書かれ始め、韓愈・柳宗元の登場により再生 なされる。そのような中、唐代前半、すなわち盛唐まで「説」で残っている作品は僅かであり、 『全唐文』の表題で「○○ もしくは「説○○」となっている文をさしあたって「説」ジャンル 見なすと、管見では、姚崇 「十
事要説」 「答盧懐慎捕蝗説」 （ 『全唐文』巻二〇六（
、杜甫の
「東西両川説」 「説旱」 （ 『全唐文』巻三六〇（の四篇にとどまる。　
年代順にまず姚崇の「説」から見てみよう。姚崇は玄宗






















覚の話で湯王 喜ばせてから王道を説いたような、古代における弁論の「説」の延長に位置づけることも き ただその文章の内容は天子への建言を内容とす 純粋な議論文で、 「上書」や「表」に相当するものであ から、韓柳以後の後世の「説 ジャンルが担う、随想的な雑文の性格はまだなかった。　
その三年後の開元四年（七一六
（、山東に大量発生した
蝗を殺すことに黄門監 盧懐慎が反対意見を述べ 時、それに答えたのが「答盧懐慎捕蝗 である。こ 時盧懐慎は蝗の発生は天災ゆえに人間の手に負えないものであり、虫を大量に殺すことは和気を破るとした。こ 文はそれに反論したもので、表題 「盧懐慎の蝗を捕 説に答う または「盧懐慎の捕蝗に答うる説」 どと読めよう。
　
この文で姚崇は人間が生き物を殺す四つの故事を挙げ、
人間を安んじるところに志があり、礼を失わないことを企図するものならば、殺生も許されると主張する。こうした論法は天子に主張を認めてもらう時の常套手段だが、伝承されてきた故事 使って相手を説得する、先秦時代の弁論の「説」を遠く受け継いでい ようにも見え 。ただ本篇の場合は相手の意見に対する弁駁を目的としており、「議」 「弁」などのジャンルにむしろ近いのではなかろうか。　
以上を要するに姚崇の二篇の「説」は、内容的には天子
への要請や相手への反駁が主であり、この二篇が と と「説」という表題だったと仮定すると、この時期の「説」は中唐以降のそれとは性格を異にしていたと えよう。　
これら姚崇の二篇の「説」より約五十年遅れて、杜甫の



















章で、成都尹と御史大夫 兼ね、剣南両川節度使となって成都に着任した厳武に日照りの対策を説いたも である。蕭滌非主編『杜甫全集校注』 （人民文学出版社、二〇一四年（に従って全体を三段に分けると、第一段では蜀で続く日照りの原因を罪人の恨みが天 満ちているためだ 分析する。第二段では太宗の前例も出しつつ、雨を降らせるために罪人の刑を軽くするよう訴える。第三段では侍丁の税を優遇し、老人をよく養えば、天が感じて雨を降らすとする。　
この文章には、天象と人事を関連づける天人相関説の考































































































































































































































































き連れて雨乞いの祭 する」とある。 『春秋左氏伝』に「蒼竜宿が現れたら雨乞いの祭を行う」とある。これは思うに、四月に蒼竜宿の星座群が、夕暮れになって東の方角に現れると、万物は が降って茂り生長す ので、そこで















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ん」 、独孤及「櫟陽県の醴泉を賀する表」 （ 『全唐文』巻三八四
（
に「王者の
沢たく
 庶類（万物
（
に
周あまね
ければ、則ち
神
 百祥（さまざまな幸い
（
を
降くだ
し、
天0
地の心、
人0
を
去0
ること
遠0
からず」とある。なお銭本、仇本、全唐文は
「天道遠
0
去人不遠」 、高本、朱本、張本は「天道奚近
0
去人
不遠」に作る。

（京都教育大学（
　
